北大阪クラブ第２５期２月例会プログラム　基本に戻って　Ⅱ

スキット「ギャベルが鳴ったら」
	　登場人物 ： モデレーターM ( 解説者 )、議長( 会長 )、書記、会計、プログラム委員長
フロア（A会員、　B会員、　C会員　）、テラーチェアマン（Ｄ）


M　：　ITCは全て会員の意思によって運営されています。その規範になるのはITC会則です。全てのクラブは会則に違反することの無いように運営されねばなりません。
　　　その他、クラブにはそれぞれクラブの実情に即した常規があり、例会日、会場、時間、会員の処遇など、クラブ独自の細かい規定をそこで定めています。それを勝手に変更することは出来ないのです。もし必要があれば、事務会議（ビジネス）において審議されます。その時、議事の進行をスムーズに行うために議事法があるのです。全ての人が他人の意見をよく聞いて、自分の意思決定が混乱なく出来るためのルールです。私たちITCでは、ロバート議事法を使用しています。今日は、基本に戻ってということで、（教育資料の議事運営についての基礎知識を皆さんに配布しますが）もっとも基礎的な毎例会で使用する事務会議の用語の解説もまじえて、スキットにしてみました。

議長　：只今よりビジネスに入ります。書記はロールコールをお願いします。

　M　：まず、ロールコールとは、メンバーの出欠の確認で、大抵は名前を読み上げて点呼を取りますが、必要に応じてサイレントで行なわれる事もあります。事務会議のためには、必ず議長（通常は会長がつとめ、会長が欠席の時は第一副会長が代行します）と、記録のための書記、及びメンバーの過半数の出席が必要です。書記は、会員数〇名、出席者〇名、欠席者〇名、だれそれ、だれそれです。と欠席者の氏名まで議長に報告します。

議長　：出席　〇名、欠席〇名で定足数に達していますので本日の事務会議は成立します。

　M　：定足数とは、そのクラブの有資格会員数の過半数を指します。出席が過半数に足りない会議での審議は正式のものと認められません。わずかな人数で物事を決めてしまわないためです。ちなみに北大阪クラブの定足数は、現在８名です。もし、これより出席者が少ない例会では、事務会議における審議は翌月或いは定足数を満たして成立した会議により追認される事が必要になります。
M：　　では、我がクラブでも例年期首に行っている「野外例会」の審議を考えて見ましょう。〇月は野外例会にします、と会長が一言言えば済むのにと思いませんか？しかし、それでは会長や役員会の独断でクラブ運営がされることになります。北大阪クラブを例に取れば、常規１会合で例会はウェスティン・ホテル大阪において第２火曜、午後１時開会と明記されています。それを変更するには、常規のその部分を一時停止しなければなりません。それも含め、ちょっと審議の進め方を実演してみましょう。
議　長　只今より審議に入ります。
書　記　マダム・プレジデント。（挙手）
議　長　△書記。どうぞ。
書　記　先ほど報告の年間スケージュール案に基づいて、北大阪クラブ役員会は、クラブ常規１を一時停止し、北大阪クラブの4月例会を野外例会とするため　例会場所と例会時間の変更を審議する事を勧告いたします。
　　　　マダムプレジデント、この勧告に従って、私△書記はクラブ常規１－Ａを一時停止し、「北大阪クラブ4月例会を野外例会とし会場を万博記念公園とし、開会時間を１１時よりとする」という動議を提出します。（原主要動議）
A　　　セカンド
Ｍ　：　　このように役員会は報告に基づいて勧告を出すことはできますが、動議や決議案を提出することは出来ません。もし、会員達がこの勧告を採択したければ、勧告を採択するという動議を出します。役員会の勧告は書記が行うケースが多いのですが、動議は誰が出しても構いません（もちろん個人としてなら書記もOKです。そのことを明確にするため役員会勧告の後書記は再起立して動議を出すと良いでしょう）、但し個人の提出した動議の審議には必ずセカンドが必要です。セカンドがなければその動議は取り上げられません。
　　　　　セカンドとはこの動議を審議することを支持するという意味であって、必ずしも動議の内容に賛成でなくてもよいのです。２名以上の委員会からの提出動議に対してはセカンドがなくても審議として取り上げることが出来ます。なぜならその動議に対して既に複数の審議要求者が存在することになるからです。

議　長　　只今、△書記から常規１を一時停止し、「４月例会を野外例会とし会場を万博公園とし、開会１１時からとする」という動議が提出され、セカンドされました。常規の一時停止に対し異議のある方はありませんか？（異議なし）どなたもご異議がないようですので過半数以上の賛成と認め常規は一時停止され、動議の審議に入ります。なにかご意見はありますか？　(常規一時停止)
A　　　マダム・プレジデント。（指名）私は、只今の動議を例会の場所と、例会時間を別に討議するために、「4月例会を野外例会とし会場を万博公園とする」と　「4月例会を開会１１時からとする」の２つに分割する動議を提出します。（分割動議）
B　　　セカンド
議　長　只今A会員から先ほど書記より出された動議に対して分割動議が提出され、セカンドされました。異議がなければ動議は分割して討議します。(全員で「異議なし」という）異議が無いようですので、分割動議は総意によって可決され、採択されました。
Ｍ　：　　常規の一時停止は、討議すること、修正することは出来ませんので、停止に賛成か、反対か、だけしか答えはありません。それと、今の分割動議のように、大多数が賛成と考えられる場合には、略式の賛否表示で「総意による採択」が認められます。ちなみに、採決とは挙手、起立，口頭、投票など８つの手順で賛否を問うことです。採決によって可決された動議を取り上げる事を採択するといいます。
議　長　それでは、まず「4月例会の会場を万博公園とする」という第一の動議について討議してください。
B　　　はい。（挙手）
議　長　B会員。どうぞ。
B　　　マダム・プレジデント。私は万博公園を削除し、阪急ホテルエキスポを挿入す

るという修正案を提出します。理由は、例会場の場所を具体的に指定するためです。（第一修正案）
C　　　セカンド
議　長　他にご意見がなければ、只今の修正案について採決いたします。賛成の方は挙手願います。（反対も問う）
　　　　賛成多数と認め、第一の動議は「4月例会の会場を阪急ホテルエキスポとする」と修正され、可決しました。
議　長　続いて「4月例会を開会１１時からとする」という動議に対し、異議のある方はございますか？
C　　　はい。（指名）マダム・プレジデント。私は１時からでもよいのではと思います。
　　　（―間―）　
議　長　只今のご意見は、反対動議としてだされたものですね？（C、ハイとうなずく）セカンドがありませんので動議としてとりあげられません。もし、他にご意見がなければ採決致します。「4月例会を11時からとする」事に賛成の方挙手して下さい。（反対の方・・）過半数の賛成により「4月例会を開会11時からとする」ことが可決し、△書記提出の原主要動議は採択されました。関連動議の審議が終わりましたので、これをもって、常規１の一時停止は解除となります。
Ｍ　：　　このように常規一時停止の扱いを受けている常規は、停止の対象となる議題が議決されるか、その会合が終了すると、自動的に再び元の効力を持ちます。

又、採決に当っては、賛成と同様に必ず反対の意見に対する挙手も求めます。殆どが賛成と分かっている時にも、万一少数の意見が無視されることを防ぐためです。
P委員長　はい。
議　長　　◇プログラム委員長。どうぞ。
P委員長　マダム・プレジデント。4月例会が11時からということに決まりましたので、プログラム委員会からこれを昼食付きとしてその費用を5000円にすることを提案いたします。「4月例会を食事付きとし、特別会費として5000円を集める」という動議をプログラム委員会より提出します。
C　　　（いきなり立って）私は、昼食にしては5000円は高すぎると思うわ。3000円で充分よ。2000円でも良い位じゃあない？
B　　　そんなんじゃホテルでろくなものは食べられないわよ。7000円でもよいと思うわ。ちょっとはリッチな気分も味わいましょうよ。
一同　　（口々に、そんなの無茶よ、とか、私も美味しいものが食べたい、とか、茶菓費で出したら、出費は安いほうがいいわ、とか騒ぐ）
議　長　（ギャベルをドンと叩いて）静かにして下さい。発言する人は、挙手をして発言の許可を得て下さい。
Ｍ　：　　全ての発言は「マダム・プレジデント」と、議長に向かってなされ、議長の許可の後に発言することが出来ます。　ギャベルは議長の権威の象徴です。慎重に扱い、使うときは１度だけ打ちます。通常開会を宣言する時に打ち、任意で休会するときにも一度打って合図しても構いません。また、会合の中で会員が規則違反をした場合など、議長が必要と認めたなら軽く一度ギャベルをうって注意を促すことができます。
A　　　ハイ。（挙手）
議　長　A会員。（指名）
A　　　何時も思うのですが、討議に時間がかかりすぎると思います。もっと議事の進行を早くするために、一つの議案の討議時間を制限してはどうでしょう？ロバート議事法では「発言時間の長さについて独自の規則がないならば、それは、10分を限度とするべきである」と書かれています。私は、我がクラブでもその規則を取り入れるとよいと思います。
議　長　A会員から一つの議案の討議時間を10分とし、きびきびした討議をしようという趣旨の発言がありました。反対がなければ、その規則に従いたいと思います。反対がないようですので、今後の審議は１議案10分と致します。一人2回まで発言を許可し、3回目以上は会議の許可が要るのはいつもの通りです。宜しいですね。皆さん、発言はしっかり頭の中で整理してから行うように。
B　　　はい。（挙手）
議　長　B会員。
B　　　マダム・プレジデント。先ほどのプログラム委員会提出の動議について、この

まま審議すると意見がまとまらず時間がかかるとおもいますから、私は「5000

円を削除し、ブランクを作る」という動議を提出します。（ブランクを作る）
Ａ　　セカンド。

Ｍ　：　ブランクを作る、埋めるということは、主要動議又は第一修正案の中の特定事項（例えば人名、地名、日付、金額などの数量といった）について、一時に数を制限することなく選択肢を検討でき、公平で論理的な順序で採決をすることを可能にする方策です。ブランクを作る動議にはセカンドが必要ですが、埋める時にはセカンドは要りません。採決はどちらも過半数の賛成が必要です。ブランクの中が名称なら提案順に、数字なら順序だてて配列し、もっとも可決されそうにない数から採決してゆきます。普通、支出には大きい数字から、収入になる時は小さい数字を最初にします。
議　長　B会員から「5000円を削除し、ブランクを作る」という動議が提出されセカンドされました。この動議に賛成の方挙手して下さい。（反対も問う）
　　　　賛成多数により「ブランクを作る」動議は可決されました。　
　　　　それでは、ブランクを埋める討議にはいります。削除された5000円は自動的に提案の一つになりますが、他の金額を提案して下さい。(ブランクを埋める)
B　　　はい。（指名）マダム・プレジデント。私は改めて7000円を提案します。
C　　　はい。（指名）私は3000円か、2000円を提案します。
議　長　C会員。一会員から一つのブランクに対して二つ以上の提案は出来ません。
C　　　では、3000円にします。
議　長　他にどなたか？・・・ご意見も出尽くしたようですので、提案は打ち切ります。ブランクを埋める提案は5000円、7000円、3000円です。最初の金額、5000円について、ご意見がなければ採決します。賛成の方挙手してください。過半数に達しませんので次に行きます。7000円について採決します。(同様に行う)次に3000円について。過半数の賛成がありましたので、ブランクは3000円で埋まりました。「4月例会を食事つきとし、特別会費として3000円を集める」という動議は採択されました。
Ｍ：　　このように会員は一つのブランクに対し二つ以上の提案をするときには、会議の同意がなければできません。又、それぞれの提案が過半数を獲得するまで審議をし、採決をします。過半数の賛成を得て可決した時は，残りがあっても審議は終了します。
C　　　マダム・プレジデント。
議　長　C会員。どうぞ。
C　　　その3000円ですが、茶菓費で落とすことはできないのですか？もし、茶菓費の予算が足りなくなれば、プログラム委員会の費用か、予備費から出してもよいじゃありませんか？
会計　はい。（挙手）マダム・プレジデント。今、委員会活動費や予備費から支払うという意見がでましたが、クラブは会員が承認を与え、採択された予算に従って運営されています。ある費目が足りなくなったといって安易に科目間の流用をすれば、計画性が失われ予算の意味がありません。又、予備費はあくまでも予期せぬ支出に備えるのが目的ですから、他の費目に属する支払いを引き落とすことは出来ないと思います。
議　長　既に3000円の会費を集めるということが決定しています。この動議に反対した人からの再審議は受け付けられません。
Ｍ　：　　既に表決に付された議決を再び取り上げ「再審議」することは、対象となる票決が行われた日にのみか、２日以上にわたる会合の場合はその会期中にのみ、表決の多数派、つまり議案が採択された場合は賛成票を投じたもののみ、否決された時は反対票を投じた者のみが、再審議動議を提出できます。一度議決された案件に対し、安易に反対を表明する事を避けるためです。もし、採決の可否が同数であったなら、否決されたことになるので反対側の人に権利があります。ただし、再審議動議のセカンドは、どちら側に関係なく誰でも行えます。

Ｍ　：　　次に先ほどもビジネスの中で行なわれたクラブ指名委員の選挙について実演してみましょう。指名委員の選挙は、役員選挙の行なわれる３回前の例会で、３名により構
成される指名委員会のメンバーを選出します。通常、６月の役員就任式に先立つ５月に次期役員を決めますので、指名委員の選挙は、その３回前、２月例会において実施されます。

　　　　会則で特定の時期にする事が規定されている選挙は「特別審議事項（或いは特別予定議事）」とみなし、審議の時間の最初に行ないます。
議　長　只今よりクラブの次期役員指名委員の選挙を致します。

　　　　選挙に先立ち、ご異議が無ければ、投票計算係り（テラー）に、Dさん、Eさん、Fさん、の３名を任命いたします。

　　　　指名委員は、ご異議が無ければ、相対多数の選挙とし上位３名を選出致します。同点の場合の選出条件は、ITC歴の長い会員順、次にITCにおける役職歴の高い会員順、続いて年齢の高い会員順と致しますが、この選出条件にご異議はありませんか？

Ｍ　：　指名委員の選挙は口頭ではなく、投票用紙による選挙を行ないます。又、３名の選出ですから、相対多数による上位３名選出と議長が言わなければ、過半数の得票数が必要になり３名選ぶ事が困難になります。又得票数が同数の場合の選出条件が決められていなければ、同点の時には再投票が必要になりますので、必ずメンバーの異議が無ければどんな条件でも良いので、最初に決めておくことが必要です。又、会長は指名委員会のみ職権上の委員になる事は出来ません。次期役員の指名に現会長の意向が反映されることを避けるためです。

議長　：　それでは投票計算係は投票用紙を配って下さい。投票は、３名連記と致します。３分間で記入して下さい。

　　　　全員投票用紙への記名を終られましたか？

　　　　只今をもって投票は閉じられました。投票計算係は用紙を回収して集計に入って下さい。

テラーチェア（Ｄ）　マダム・プレジデント、投票の集計が終りました。報告書を読み上げます。　投票総数３３票、Ａ会員　１１票、Ｂ会員　８票、Ｃ会員６票、Ｅ会員　４票、Ｆ会員　２票、無効票１票　です。

議長　：　議長は読み違えを無くするために再度読み上げます。（全投票結果を読み上げる）　上位３名のＡ会員、Ｂ会員、Ｃ会員が指名委員に選出されました。暫定委員長を最多得票のＡさんとしますが、互選で委員長を決定して頂いて構いません。本日例会終了後までに決定した委員長名を報告して下さい。

Ｍ　：　このようにして選ばれた指名委員会は、会則に従って有資格会員の中から次期役員として適任であり、その会員と連絡をとりもし選出されれば意欲をもって役職に着くことを確認の上、「次期役員候補者名簿」を作成して、４月例会で報告します。一つの役職に２名以上の候補があれば、５月例会で選挙を、１名の候補者であれば会則に従って議長はその候補者がその役職に就くことを宣言します。

　　　　次期役員の決め方の手順をご理解頂きましたか？

　　　　　　　　

Ｍ : 　このように議事法は事務会議の運営を能率的に行うための便利なツール

です。それぞれに意味があり、使いこなせば、議事がスムーズに運びます。
今日は、普段のクラブの審議中にもよく使われる基本的な事例をいくつか取り上げて実演してみましたが、この他にも、いろいろ役立つ事例が多くあります。上手く活用できれば、ビジネスが楽に進行しますね。今日のところは、この辺でスキットを終りたいと思いますが、これでどなたでもビジネスの議長つまりクラブ会長が務まりますね。また、議事運営手順の基礎知識、議事法マニュアル、グリーソン議事法などの資料を参考にして、クラブ例会の運営は勿論ですが、他の組織や団体での審議の進め方にも利用できるところは大いに利用したら如何でしょう。

　　　何かご質問はありませんか？なければ、これでスキットを終ります。
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